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MVPNについて
マルチキャスト仮想プライベートネットワーク（MVPN）機能を使用すると、レイヤー3VPN
を介したマルチキャスト接続をサポートできます。IPマルチキャストは、ビデオ、音声、およ
びデータを VPNネットワークコアにストリーミングするために使用します。

従来、ポイントツーポイントトンネルはエンタープライズまたはサービスプロバイダーネッ

トワークに接続する唯一の方法でした。このようなトンネルネットワークは、スケーラビリ

ティの問題が発生しますが、IPマルチキャストトラフィックを仮想プライベートネットワー
ク（VPN）に通過させる唯一の方法でした。レイヤ 3 VPNはユニキャストトラフィック接続
のみをサポートするため、レイヤ 3 VPNを展開することによって、オペレーターは、レイヤ 3
VPNのカスタマーにユニキャスト接続とマルチキャスト接続の両方を提供できます。

MVPNを使用すると、MPLS環境でマルチキャストトラフィックを設定し、サポートできま
す。MVPNは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスごとにマルチキャストパ
ケットのルーティングと転送をサポートし、また、エンタープライズまたはサービスプロバイ

ダーのバックボーン全体にわたって VPNマルチキャストパケットを転送するためのメカニズ
ムも提供します。IPマルチキャストは、ビデオ、音声、およびデータを VPNネットワークコ
アにストリーミングするために使用します。
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VPNは、インターネットサービスプロバイダー（ISP）のような共有インフラストラクチャに
ネットワークの接続性を提供します。この機能により、低い所有コストでプライベートネット

ワークと同じポリシーとパフォーマンスを提供します。

MVPNにより、企業はネットワークバックボーン全体でプライベートネットワークをトラン
スペアレントに相互接続することができます。MVPNsを使用して企業ネットワークを相互接
続しても、企業ネットワークの管理方法や、企業の全体的な接続性は変更されません。

MPLS MVPNのルーティング、転送、マルチキャストドメイン
MVPNsは、VPNルーティングおよび転送テーブルにマルチキャストルーティング情報を導入
します。プロバイダーエッジ（PE）ルータがカスタマーエッジ（CE）ルータからマルチキャ
ストデータまたはコントロールパケットを受信する場合は、ルータが VPNルーティング/転
送（MVRF）の情報に基づいてデータまたはコントロールパケットを転送します。

マルチキャストトラフィックを相互に送信できるMVRFのセットは、マルチキャストドメイ
ンの構成要素です。たとえば、特定タイプのマルチキャストトラフィックをすべてのグローバ

ルな従業員に送信するカスタマーのマルチキャストドメインは、そのエンタープライズと関連

するすべての CEルータから構成されます。

マルチキャスト配信ツリー

MVPNは、各マルチキャストドメインにスタティックデフォルトマルチキャスト配信ツリー
（MDT）を確立します。デフォルトMDTは、PEルータが使用するパスを定義し、マルチキャ
ストドメインにある他のすべての PEルータに、マルチキャストデータとコントロールメッ
セージを送信します。

また、MVPNは、高帯域幅伝送用のMDTのダイナミックな作成もサポートします。データ
MDTは、VPN内のフルモーションビデオなどの高帯域幅の送信元向けであり、VPNコアの最
適なトラフィック転送を確保することを目的としています。

次の例のサービスプロバイダには、San Jose、New York、Dallasにオフィスがあるマルチキャ
ストカスタマーがいます。San Joseでは、一方向のマルチキャストプレゼンテーションが行わ
れています。サービスプロバイダーネットワークでは、このカスタマーと関連する 3つすべ
てのサイト、および別のエンタープライズカスタマーのHoustonサイトがサポートされます。
エンタープライズカスタマーのデフォルトMDTは、プロバイダのルータ P1、P2、P3、およ
びその関連 PEルータから構成されています。PE4は別のカスタマーに関連付けられているた
め、デフォルトMDTの一部ではありません。次の図からは、San Jose外では誰もマルチキャ
ストに加入していないため、データがデフォルトMDTに沿って転送されていないことがわか
ります。
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図 1 :デフォルトマルチキャスト配信ツリーの概要

New Yorkの従業員がマルチキャストセッションに加入します。New Yorkのサイトに関連付け
られている PEルータは、カスタマーのマルチキャストドメインのデフォルトMDTを介して
転送される加入要求を送信します。PE1は、マルチキャストセッションの送信元に関連付けら
れているPEルータであり、この要求を受信します。次の図は、PEルータが、マルチキャスト
送信元（CE1a）と関連付けられた CEルータに要求を転送することを示しています。
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図 2 :データMDTの初期化

CEルータ（CE1a）が関連する PEルータ（PE1）へマルチキャストデータの送信を開始する
と、PEルータ（PE1）は、デフォルトMDTに沿ってマルチキャストデータを送信します。
PE1はデータMDTを作成し、データMDTに関する情報を含むデフォルトMDTを使用して、
すべてのルータにメッセージを送信し、3秒後、データMDTを使用して、その特定のストリー
ムのマルチキャストデータを送信し始めます。この送信元に関係する受信先は PE2だけにあ
るので、PE2だけがデータMDTに加入し、データMDTでトラフィックを受信します。（デー
タMDTが設定されず、デフォルトMDTのみが設定されている場合、すべてのカスタマーサ
イトが不要なトラフィックを受信することになります）。PEルータは、デフォルトMDTを介
して他の PEルータと PIM関係を維持するとともに、直接接続された Pルータとの PIM関係
をも維持します。

マルチキャストトンネルインターフェイス

マルチキャストドメインごとに作成される VPNルーティング/転送（MVRF）では、ルータ
は、すべてのMVRFトラフィックが発信されるトンネルインターフェイスを作成する必要が
あります。マルチキャストトンネルインターフェイスは、MVRFがマルチキャストドメイン
にアクセスするために使用するインターフェイスです。インターフェイスは、MVRFとグロー
バルMVRFを接続するコンジットです。MVRFごとに 1つのトンネルインターフェイスが作
成されます。

MPLS MVPNの利点
MVPNsの利点は、次のとおりです。

•複数の場所に情報を動的に送信するスケーラブルなメソッドを提供します。
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•高速な情報伝送を提供します。

•共有インフラストラクチャを介して接続性を提供します。

BGPアドバタイズメント方式 - MVPNサポート
PIM-SM環境ではなく PIMSource SpecificMulticast（PIM-SSM）環境でデフォルトMDTを設定
する場合は、受信側 PEは送信元 PEとデフォルトMDTに関する情報を必要とします。この情
報は、送信元 PEに（S,G）joinを送信し、送信元 PEからの配信ツリーを構築するために使用
されます。ランデブーポイント（RP）は必要ありません。送信元のプロバイダーエッジ（PE）
アドレスとデフォルトMDTのアドレスは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を使用
して送信されます。

BGP MDT SAFI
BGP MDT SAFIは、MVPNsに使用される BGPアドバタイズメントメソッドです。現在のリ
リースでは、IPv4のみがサポートされています。MDT SAFIの設定は次のとおりです。

• AFI = 1

• SAFI = 66

Cisco NX-OSでは、BGP MDT SAFIのアップデートを使用して送信元 PEアドレスとMDTア
ドレスがPIMに渡されます。ルート記述子（RD）はRD type 0に変更されており、BGPはPIM
に情報を渡す前に、MDTアップデートのための最良パスを決定します。

address-family ipv4 mdtコマンドを使用して、BGPネイバーのMDT SAFIアドレスファミリを
設定する必要があります。また、ローカル BGPの設定でMDT SAFIをサポートしていないネ
イバーをイネーブルにする必要があります。MDTSAFIが導入される前、VPNv4ユニキャスト
設定からの追加の BGP設定は、MVPNsをサポートするために必要ではありませんでした。

MVPNの前提条件
MVPNの設定には、次の前提条件があります。

•ネットワークにMPLSおよびラベル配布プロトコル（LDP）を設定する必要があります。
PEルータを含む、コア内のすべてのルータは、MPLS転送をサポートできる必要があり
ます。PE送信元アドレスにラベル付きパスが存在しない場合、VPNv4ルートは BGPに
よってインストールされません。

• MPLSの正しいライセンスおよびMPLSで使用する他の機能をインストールすることが必
要です。
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MVPNに関する注意事項と制限事項
MVPNの設定に関する注意事項と制約事項は次のとおりです。

• MVPNは、Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降でサポートされます。

• MVPNは、-R/-RXラインカード（N9K-X96136YC-Rラインカードを除く）を搭載した
Nexus 9500プラットフォームスイッチでサポートされます。

•双方向フォワーディング検出（BFD）は、マルチキャストトンネルインターフェイス
（MTI）ではサポートされていません。

•デフォルトでは、BGPアップデートのソースは、MVPNトンネルのソースとして使用さ
れます。ただし、mdt sourceを使用して BGPアップデートのソースを上書きし、マルチ
キャストトンネルに異なる送信元を提供することができます。

• MVPNは、最大 16のMDT送信元インターフェイスをサポートします。

• MVPN操作に参加するすべてのルータでMDT SAFIを設定する必要があります。

•コネクタ属性を伝送するVPNv4内部 BGP（iBGP）セッションには、拡張コミュニティが
必要です。

• MDTのMTU設定はサポートされていません。MVPN経由で送信できる最大カスタマー
マルチキャストパケットサイズは、コアインターフェイスのMTUによって制限されま
す。例：

• MTU 1500 –カスタマー IPパケットサイズ = 1476

• MTU 9216 –カスタマー IPパケットサイズ = 9192

•一部のMVPNマルチキャスト制御パケットは、copp-system-p-class-l2-defaultCoPPポリシー
に分類されます。違反数が増加した場合は、CoPPポリシーを変更して、このクラスのポ
リサーレートを増やすことをお勧めします。

• MDT双方向有効化はサポートされていません。

• vPCはMVPNではサポートされていません。

•トランジット PEルータにレシーバがなく、RPである CEに接続されている場合、データ
MDTエントリはキャッシュされません。データMDTエントリは、ローカルレシーバが
この PEルータに接続されている場合にのみキャッシュされます。ただし、エントリが事
前にダウンロードされないため、切り替えに遅延が発生します。

•日付MDTの場合、「即時切り替え」モードのみがサポートされます。しきい値ベースの
スイッチングはサポートされていません。

• PEデバイスと P /PEデバイス間のサブインターフェイスおよび SVIサポートは利用でき
ません。

• MVPN整合性チェッカーは、Cisco Nexusリリース 9.3(3)ではサポートされていません。
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• MTIインターフェイスの統計は、Cisco Nexusリリース 9.3(3)ではサポートされていませ
ん。

• Cisco Nexusリリース 9.3(3)では、ASICごとに最大 40Gのマルチキャストトラフィックが
サポートされます。

• VRFにデフォルト以外のMTUを設定できるのは、VRFからMDT MTU設定を削除した
場合に限られます。これは、デフォルト以外のMDTMTUを持つVRFが使用可能なスイッ
チでMTIがダウンしている場合に発生します。

•ハードウェアの制限により、MTI TXパケット数はサポートされていません。ただし、す
べてのMTI RXパケットとバイトカウントがサポートされます。

MVPNのデフォルト設定
表 1 :デフォルトのMVPNパラメータ

デフォルトパラメータ

デフォルトなしmdt default address

Enabledmdt enforce-bgp-mdt-safi

デフォルトなしmdt source

30000ミリ秒mdt ip pim hello-interval interval

60000ミリ秒mdt ip pim jp-interval interval

ディセーブルmdt default asm-use-shared-tree

MVPNの設定
この章では、CiscoNX-OSデバイスでマルチキャスト仮想プライベートネットワーク（MVPN）
を設定する方法について説明します。

MVPNの場合、新しい TCAM領域「ing-mvpn」が使用されます（デフォルトサイズは 10）。
この領域は自動的に分割されるため、分割する必要はありません。この TCAM領域が分割さ
れているかどうかを確認するには、次のコマンドを使用します。

switch# show hardware access-list tcam region | i ing-mvpn
Ingress mVPN [ing-mvpn] size = 10
switch#

（注）
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なんらかの理由で領域が分割されていない場合（サイズが0と示される）、次のコマンドを使
用して TCAM領域をサイズ 10に分割し、デバイスをリロードできます。TCAMはサイズ 10
に分割されているものと予期されています。

switch (config)# hardware access-list tcam region ing-mvpn 10
WARNING: On module 2,
WARNING: On module 4,
Warning: Please reload all linecards for the configuration to take effect
switch (config)#

MVPNの有効化
Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、Cisco Nexus 9500-RスイッチでMVPNを設定できます。

始める前に

install feature-set mplsコマンドと feature-set mplsコマンドを使用して、MPLS機能セットをイ
ンストールして有効にする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

BGP機能と構成を有効にします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)#feature bgp

PIM機能をイネーブルにします。feature pim

例：

ステップ 3

switch(config)#feature pim

MVPN機能をイネーブルにします。feature mvpn

例：

ステップ 4

switch(config)#feature mvpn

MPLSレイヤ 3 VPN機能をイネーブル
にします。これにより、サイト間のユニ

キャストルートが決定されます。

feature mpls l3vpn

例：

switch(config)#feature mpls l3vpn

ステップ 5

MPLSラベル配布プロトコル（LDP）を
イネーブルにします。

feature mpls ldp

例：

ステップ 6

switch(config)#feature mpls ldp

MVPNの設定
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インターフェイスでの PIMのイネーブル化
IPマルチキャストに使用されるすべてのインターフェイスのプロトコル独立マルチキャスト
（PIM）を設定することができます。バックボーンに接続されるプロバイダーエッジ（PE）
ルータのすべての物理インターフェイスで PIMスパースモードに設定することをお勧めしま
す。また、すべてのループバックインターフェイスについて、それが BGPピアリングに使用
される場合や、その IPアドレスが PIMの RPアドレスとして使用される場合は、PIMスパー
スモードに設定することをお勧めします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

インターフェイスで PIMスパースモー
ドをイネーブルにします。

ip pim sparse-mode

例：

ステップ 2

switch(config)#ip pim sparse-mode

VRFのデフォルトMDTの設定
VRFのデフォルトMDTを設定できます。

始める前に

デフォルトMDTは、同じVPNに属するすべてのルータの設定と同じであることが必要です。
送信元 IPアドレスは、BGPセッションの送信元を特定するために使用するアドレスです。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

VRFを設定します。vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 2

switch(config)#vrf context vrf1

MVPNの設定
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目的コマンドまたはアクション

VRFに、データMDTsのマルチキャス
トアドレスの範囲を次のように設定し

ます。

mdt default address

例：

switch(config)#mdt default 232.0.0.1

ステップ 3

•このコマンドによって、トンネル
インターフェイスが作成されます。

•デフォルトでは、トンネルヘッダー
の宛先アドレスは address引数で
す。

VRFのMDT SAFIの設定
デフォルトでは、VRFのMDT後続アドレスファミリ識別子（SAFI）が適用されます。必要
に応じて、MDTSAFIをサポートしていないピアと相互運用するようにMDTを構成できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

VRFを設定します。vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 2

switch(config)#vrf context vrf1
switch(config-vrf)#

MDTSAFIをサポートしていないピアと
の相互運用を可能にします。AnySource

no mdt enforce-bgp-mdt-safi

例：

ステップ 3

Multicast（ASM）の範囲内であるときswitch(config-vrf)#no mdt
enforce-bgp-mdt-safi は、初期状態ではデフォルトMDTグ

ループの（*,G）エントリのみが読み込
まれます。その後、トラフィックに基づ

き、（S,G）エントリは、通常の ASM
ルートと同じように学習されます。

コマンドから noオプションを削除する
と、指定されたVRFに対してMDTSAFI
の使用が強制されます。
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MVPNのための BGPにおけるMDTアドレスファミリの設定
PEルータにMDTアドレスファミリセッションを設定し、MVPNのMDTピアリングセッショ
ンを確立することができます。

MDTアドレスファミリセッションを設定するには、ネイバーモードで address-family ipv4
mdtコマンドを使用してください。MDTアドレスファミリセッションは、BGPMDTSubaddress
Family Identifier（SAFI）のアップデートを使用して PIMに送信元 PEアドレスとMDTアドレ
スを渡すために使用されます。

始める前に

MVPNピアリングがMDTアドレスファミリを介して確立できるようにするには、CEルータ
に VPNサービスを提供する PEルータで BGPネットワークのMPLSとマルチプロトコル BGP
を設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

スイッチコンフィギュレーションモー

ドを開始して、BGPルーティングプロ
セスを作成します。

feature bgp as-number

例：

switch(config)#feature bgp 65635

ステップ 2

vrf-nameで識別されるVPNルーティン
グインスタンスを定義し、VRFコン

vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 3

フィギュレーションモードを開始しまswitch(config)#vrf context vpn1
switch(config-vrf)# す。vrf-name引数には最大32文字の英

数字文字列を指定します。大文字と小

文字は区別されます。

VRFの vrf-nameにルート識別子を割り
当てます。route-distinguisher引数によっ

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

て、8バイトの値が IPv4プレフィックswitch(config-vrf)#rd 1.2.1
スに追加され、VPNIPv4プレフィック
スが作成されます。RDは、次のいず
れかの形式で入力できます。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス:16ビット
の番号。192.0.2.1:1など。

MVPNの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスファミリタイプを指定
し、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-vrf)#address-family
ipv4unicast
switch(config-vrf-af)#

ステップ 5

VRF用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを指定します。importキーワー

route-target import
route-target-ext-community

例：

ステップ 6

ドを使用すると、ルーティング情報が

ターゲットVPN拡張コミュニティから
インポートされます。

switch(config-vrf-af)# route-target
import 1.0.1

route-target-ext-community引数により、
ルートターゲット拡張コミュニティ属

性が、インポートルートターゲット拡

張コミュニティのVRFリストに追加さ
れます。route-target-ext-community引数
は、次のいずれかの形式で入力できま

す。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス：16ビッ
トの番号。192.0.2.1:1など。

VRF用にルートターゲット拡張コミュ
ニティを指定します。exportキーワー

route-target export
route-target-ext-community

例：

ステップ 7

ドを使用すると、ルーティング情報が

ターゲットVPN拡張コミュニティから
インポートされます。

switch(config-vrf-af)# route-target
export 1.0.1

route-target-ext-community引数により、
ルートターゲット拡張コミュニティ属

性が、インポートルートターゲット拡

張コミュニティのVRFリストに追加さ
れます。route-target-ext-community引数
は、次のいずれかの形式で入力できま

す。

• 16ビットまたは 32ビットのAS番
号:32ビットの番号。1.2:3など。

• 32ビットの IPアドレス：16ビッ
トの番号。192.0.2.1:1など。

MVPNの設定
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定し、
ルータコンフィギュレーションモード

router bgp as-number

例：

ステップ 8

を開始します。as-number引数は、ルーswitch(config)#router bgp 1.1
switch(config-router)# タを他のBGPルータに対して識別し、

転送するルーティング情報にタグを設

定する自律システムの番号を示しま

す。AS番号は 16ビット整数または 32
ビット整数にできます。上位16ビット
10進数と下位 16ビット 10進数による
xx.xxという形式です。

IPv4 MDTアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 mdt

例：

ステップ 9

switch(config-router)#address-family
ipv4 mdt

アドレスファミリコンフィギュレー

ションモードを開始して、標準VPNv4
address-family {vpn4} [unicast]

例：

ステップ 10

または VPNv6アドレスプレフィックswitch(config-router-af)#
address-family vpnv4
switch(config-router-af)#

スを使用する、BGPなどのルーティン
グセッションを設定します。unicast
キーワード（任意）では、VPNv4また
は VPNv6ユニキャストアドレスプレ
フィックスを指定します。

標準 IPv4または VPNv6アドレスプレ
フィックスを使用するルーティング

address-family {ipv4} unicast

例：

ステップ 11

セッションを設定するために、アドレswitch(config-router-af)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

スファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

ネイバーコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

neighbor neighbor-address

例：

ステップ 12

switch(config-switch-af)# neighbor
192.168.1.1

アップデートソースを loopback1に設
定します。

update source interface

例：

ステップ 13

switch(config-switch-neighbor)#
update-source loopback 1

アドレスファミリコンフィギュレー

ションを開始し、IPMDTアドレスファ
ミリセッションを作成します。

address-family ipv4 mdt

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 mdt

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

拡張コミュニティ属性がBGPネイバー
に送信されるように指定します。

send-community extended

例：

ステップ 15

switch(config-router-neighbor-af)#send-community
extended

BGPネイバーに関する情報を表示しま
す。vrf-name引数には最大32文字の英

show bgp {ipv4} unicast neighbors
vrfVRF_NAME

例：

ステップ 16

数字文字列を指定します。大文字と小

文字は区別されます。switch(config-router-neighbor-af)#show
bgp ipv4 unicast neighbors vrf vpn1

実行コンフィギュレーションを、ス

タートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

copy running-config startup-config

例：

switch(config-router-neighbor-af)#copy
running-config startup-config

ステップ 17

データMDTの設定
データMDTを設定できます。データMDTの作成に使用されるマルチキャストグループは、
設定済み IPアドレスのプールからダイナミックに選択されます。ストリームの数が PE単位、
VRF単位のMDTより大きい場合、複数のストリームが同じデータMDTを共有します。

始める前に

データMDTを設定する前に、VRFのデフォルトMDTを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch#configure terminal
switch(config)#

VRFコンフィギュレーションモードを
開始し、VRF名を割り当てることによ

vrf context VRF_NAME

例：

ステップ 2

りVPNルーティングインスタンスを定
義します。

switch#ip vrf vrf1

次のように値の範囲を指定します。mdt data prefix [immediate-switch]
[route-map policy-name]

ステップ 3

• prefixは、データMDTプールで使
用されるアドレスの範囲を指定しま

す。

例：

MVPNの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-vrf)# mdt data
225.1.1.1/32 immediate-switch route-map
test

• policy-nameは、データMDTへの切
り替えで考慮されるカスタマーデー

タストリームを定義するポリシー

ファイルを定義します。
例：

switch(config-vrf)# mdt data
225.1.1.1/32 route-map test

このコマンドは、

immediate-switchオプションの
有無にかかわらず同じ効果が

あります。

（注）

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 4

switch(config)#exit

MVPNの設定の確認
MVPNの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

表 2 : MVPNの設定の確認

目的コマンド

インターフェイスの詳細を表示します。show interface

マルチキャストルートを表示します。show ip mroute vrf

MVPNのイベント履歴ログの詳細を表示しま
す。

show ip pim event-history mvpn

MVPNによって作成されたMTIトンネルの詳
細を表示します。

show ip pim mdt

カスタマーソース、データMDT送信元への
カスタマーグループ、および受信側のデータ

MDTグループそれぞれのマッピングを表示し
ます。

show ip pim mdt receive vrf vrf-name

カスタマーソース、データMDT送信元への
カスタマーグループ、および送信側のデータ

MDTグループそれぞれのマッピングを表示し
ます。

show ip pim mdt send vrf vrf-name

確立されたPIMネイバーの詳細を表示します。show ip pim neighbor

MVPNの設定
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目的コマンド

ユニキャストルーティングテーブルの詳細を

表示します。

show ip route detail

MVPNの BGPMDT SAFIデータベースを表示
します。

show mvpn bgp mdt-safi

MVPNのカプセル化テーブルを表示します。
このテーブルは、デフォルト vrfでMVPNパ
ケットを送信するときにカプセル化する方法

を示しています。

show mvpn mdt encap vrf vrf

デフォルトおよびMDTルートの詳細を表示し
ます。このデータは、デフォルトVRFでカス
タマーデータと制御トラフィックを送信する

方法を決定します。

show mvpn mdt route

MRIBのカプセル化テーブルを表示します。
このテーブルは、デフォルト vrfでMVPNパ
ケットを送信するときにカプセル化する方法

を示しています。

show routing [ip] multicast mdt encap

MVPNの設定例
次に、MVPNの設定例を 2つのコンテキストで示します。

vrf context vpn1
ip pim rp-address 10.10.1.2 -list 224.0.0.0/8
ip pim ssm range 232.0.0.0/8
rd auto
mdt default 232.1.1.1
mdt source loopback1
mdt data 225.122.111.0/24 immediate-switch

vrf context vpn4
ip pim rp-address 10.10.4.2 -list 224.0.0.0/8
ip pim ssm range 232.0.0.0/8
mdt default 235.1.1.1
mdt asm-use-shared-tree

ip pim rp-address 10.11.0.2 -list 224.0.0.0/8
ip pim rp-address 10.11.0.4 -list 235.0.0.0/8
ip pim ssm range 232.0.0.0/8

次に、「blue」と名づけられた VRFを VPNルーティングインスタンスに割り当てる方法の例
を示します。VPN VRFのMDTデフォルトは 10.1.1.1、MDTのマルチキャストアドレスの範
囲は 10.1.2.0（ワイルドカードビットが 0.0.0.3）です。

Vrf context blue
mdt data 225.122.111.0/24 immediate-switch

MVPNの設定
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